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各建物入口に消毒液・検温器を設置 

教室、PC 室、自習室等では、座席間隔を空けて着席するよう入口や室内に案内を掲示 

常磐大学・常磐短期大学における 

新型コロナウイルス感染症に関する取組 

 

2023.1.20 更新 

 常磐大学・常磐短期大学では、「常磐大学および常磐短期大学における新型コロナウイルス感染

症対策の基本方針」を定め、それに基づき各種対応を行っています。 

 

感染症対策への取組 

機関レベルでの対策 

① 衛生管理の徹底 

・各建物の入口に消毒液・検温器の設置 

・共用物品や頻繁に手が触れる場所を定期的に消毒 

 

②「３つの密」が重なることの回避 

 ・密閉空間の回避 

  →施設の定期的な換気 

  ・授業の運営に支障がない限り、窓や入口の扉を開放し、 

常時換気を基本とする。 

  ・常時換気を実施することができない場合は、授業開始から 45 分経過した時点で 5分間の換

気を実施する。 

  ・換気実施にあたっては、空調設備や衣服等による温度調節にも配慮する。 

 

 ・密集場所の回避 

  →教室等内では、身体的距離（１ｍを目安）を確保する。 

  ・教室等内では、座席の間隔を前後左右に１席以上空けて着席させることを基本とする。 

  ・１つの教室等（PC教室を除く）に収容できる学生数の上限は、150 人とする。 

  →学生指導や就職指導・相談を実施する場合は、電話、電子メール、ウェブサイトを通じた

面談等の対面によらない方法を最大限活用する。 
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 ・密接場面の回避 

  →座席配置や実施方法の工夫により、近距離での会話や発話が生じる場面を可能な限り避け

る。 

  ・やむを得ず近距離での会話や発話が生じる場合は、マスクの着用、フェイスシールドの着

用、アクリル板・透明ビニールカーテン等による遮蔽等の措置を行う。 

           

 

③日常の健康管理等を徹底 

 ・毎朝の検温を励行。 

 ・発熱等風邪の症状がある場合には、学生の登校を停止する。 

  →陽性反応が出た場合や濃厚接触者となった場合の対応は、こちらを確認してください。 

 

個人レベルの対策 

「常磐大学・常磐短期大学における新型コロナウイルス感染症対策の基本方針(第 11 版)」におい

て、教職員や学生など個人レベルでの対策として、以下の予防行動をお願いしています。 

 ①感染が流行している地域への移動自粛 

 ②３つの条件（換気の悪い密閉空間、多数が集まる密集場所、近距離での会話や発話が生じる

密接場面）（以下「３つの密」）の回避 

 ③こまめな手洗い（水と石けんによる手洗いの徹底） 

 ④咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖を使って、口

や鼻をおさえる） 

 ⑤人と接する時のマスク着用 

 ⑥体調管理とストレス対処（毎日の検温、発熱等風邪の症状がある場合は無理に登校しない等） 

 

 

感染時の対応 

新型コロナウイルス感染症に感染した、濃厚接触者になった等の理由で欠席等をする場合は、

以下に従って手続きをしてください。 

学生 

 常磐大学・常磐短期大学ホームページ「新型コロナウイルス感染症への対応について」を参照

し、必要な手続きをとってください。 

← 学生対応窓口には、 
アクリル板や透明 
ビニールカーテン 

等を設置 

食堂等マスクをはず → 
す場所にもアクリ 
ル板等のパーテー 

ション等を設置 

https://www.tokiwa.ac.jp/media/covid-19-youseinotoki_220915.pdf
https://www.tokiwa.ac.jp/about/virus/
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「新型コロナウイルス感染症への対応の変更」covid-19_taiou2211.pdf (tokiwa.ac.jp) 

「新型コロナウイルスの陽性反応が出たら？濃厚接触者になったらどうしたらいいの？」 

covid-19-youseinotoki_220915.pdf (tokiwa.ac.jp) 

教職員 

 「新型コロナウイルス感染症への対応（第 29報）」（全学危機管理対策本部、2022 年 1月 21 日）

に基づき、感染者または濃厚接触者となった場合、新型コロナウイルスに起因した学校等の休業

に伴い、園児・小中学生の育児等で勤務が困難な場合は、特別休暇を取得することが可能です。

人事給与課にて、必要な手続きをとってください。 

 

 

授業・学修支援について 

 2022 年度秋セメスターの授業は、対面形式（面接授業）を基本とし、一部、遠隔授業（オンラ

イン授業）を取り入れて実施しています。なお、今後の感染症拡大状況に応じて、実施方法は変

更になる可能性があります。詳細は、「2022 年度の授業等について（学長メッセージ）」および学

生ポータルを確認してください。 

 

遠隔授業の受講にあたって 

・「遠隔授業(オンライン授業)ガイド・学生用」、「遠隔授業Ｑ＆Ａ」および「学生用 常磐大学ｅ

ラーニング(Moodle)簡易マニュアル」をよく確認して、授業に取り組んでください。 

 →各種資料は、「WEB ガイダンス」ページに掲載されています。 

 （教員は「ICT 機器等を活用した授業の実施方法に関するガイドライン」、「教職員用常磐大学 e

ラーニング(Moodle)簡易マニュアル」を参照してください。） 

 

・キャンパス内にもオンラインによる学修環境を整備しています。 

 →キャンパス内の無線 LAN スポットを追加整備しました。 

  利用方法については、情報メディアセンターのページで確認してください。 

 

https://www.tokiwa.ac.jp/media/covid-19_taiou2211.pdf
https://www.tokiwa.ac.jp/media/covid-19-youseinotoki_220915.pdf
https://www.tokiwa.ac.jp/info/220325/
http://www.tokiwa.ac.jp/~tucmi/
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→Qs棟 2階 PC 学習室を遠隔(オンライン)授業用に開放しています。 

  インターネットに接続することができない等で自宅等での遠隔授業の受講が困難な場合、利

用時間(月～金 8：45～18：00)以外でも、授業受講のために利用することができますので、

希望者は学生支援センターに申請してください。 

 

・情報メディアセンターのデーターベース、電子ブックに学外からリモートアクセスにて利用で

きます。 

 →アクセス・購読方法は、情報メディアセンターのページで確認してください。 

 

・実習前 PCR 検査を実施しています。 

 →各種実習実施に当たり、実習受入施設より PCR 検査の実施を求められた場合は、大学・短期

大学負担で実施しています（原則として、個人負担はありません）。 

 

 

学生生活・課外活動について 

① 学生相談 

  対面による相談・カウンセリングを基本としていますが、電話によるカウンセリングにも対

応しています。詳細は、学生相談室のページで確認してください。 

 

② 就職指導・相談 

  各種感染防止対策を講じたうえで、「個人面談(対面形式)」および「オンライン面談（zoom）」

を実施しています。詳細は、キャリア支援センターのページで確認してください。 

 

③ 経済的支援 

  「奨学金・教育ローン」のページを確認してください。 

 

④ 課外活動・部活動 

  学生の課外活動および部活動については、「常磐大学および常磐短期大学における新型コロナ

ウイルス感染症対策の基本方針（第 11版、2022 年 9月 20 日現在）」において、感染拡大の状況

等に応じた対応を定めています。 

  現在は、「あらかじめ学長が定めた要件をすべて満たすものとして学生支援センター長が認め

た場合に限り、顧問または監督等の適切な指導の下、活動することができる」こととなってい

ます。詳細は、学生ポータルや学生支援センターで確認してください。 

 

 

新型コロナワクチン接種の促進への取組 

① 学生の新型コロナウイルスワクチン接種および接種に伴う副反応の影響による授業等欠席の 

扱いについて 

学生が、接種および接種に伴う副反応の影響により授業等を欠席する場合、「授業および試験

https://opac.library-tokiwa.jp/
https://www.tokiwa.ac.jp/campuslife/counseling/
https://www.tokiwa.ac.jp/career/support/
https://navi.tokiwa.ac.jp/admissions/scholarship/
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等における欠席の取扱いに関する規程」における「やむを得ない欠席」として認められます。

これにより、受験資格の有無を確定する際の出席時数計算においては、出席として扱われます。

また、試験を欠席した場合は、規程上追試験が認められている場合には、追試験を受ける正当

な理由として扱われます。欠席の日から 1 週間以内に、学生支援センターで手続きをしてくだ

さい。 

 

② 教職員の新型コロナウイルスワクチン接種および接種に伴う副反応の影響による欠勤の扱い 

について 

教職員が、接種および接種に伴う副反応の影響により欠勤する場合は、特別休暇を取得する

ことができます。ワクチン接種による特別休暇の取得を希望する場合は、「ワクチン接種特別休

暇願」を人事給与課に提出してください。 

 

 

新型コロナワクチン接種の促進への取組（地域連携） 

① 水戸市大規模接種への派遣協力 

水戸市が実施している新型コロナウイルスワクチン大規模接種会場での集団接種に、看護学

部教職員(看護師資格保有者)を派遣しています。 

本学教職員は、接種やワクチン希釈、経過観察などの役割を担っています。 

【派遣実績】2021 年度：延べ 191 人 

2022 年度：延べ 26人 

 

 

 

 

 

 

② 若者のワクチン接種促進動画の撮影協力 

水戸市からの要請を受け、若者の新型コロナワクチン接種促進のための動画に本学学生が協

力しています。 

水戸市 YouTube チャンネル 新型コロナワクチン 接種した人に聞いてみた - YouTube 

 

③ 茨城大学連携職域接種の実施 

  茨城大学と連携し、本学の学生・教職員を対象に新型コロナウイルスワクチン職域接種を実

施しました。 

第１回 2021 年 8月 30 日(月)～9月 4日(土) 6日間 於：茨城大学 

 第２回 2021 年 9 月 27 日(月)～10 月 2 日(土) 6 日間 於：茨城大学 

 第３回 2022 年 6 月 17 日(金),18 日(土) 2 日間 於：茨城大学 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

総務課：029-232-2710 

年月 派遣日数 派遣延人数 年月 派遣日数 派遣延人数

2021年 7月 12 52 2022年 2月 8 16

8月 7 34 3月 7 23

9月 8 27 7月 3 6

10月 10 33 8月 1 2

11月 2 6 11月 7 18

https://www.youtube.com/watch?v=LhY_6rirCkw

